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８．動物愛護条例に係る今後の取

組について	
 

（１）条例の周知について、どの

ように取り組んでいくのか。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（２）殺処分をなくすために、ど

のように取り組んでいくの

か。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

１	
 人と動物の共生する社会の実現を目的とし

た本条例については、本年４月１日からの施行

を控え、その実効性を確保するためにも県民へ

の周知が重要であると考えています。	
 

	
 

２	
 そのため、昨年１１月に条例の目的や新たな

届出制度などについて理解が深まるよう、動物

愛護セミナーを開催いたしました。	
 

	
 

３	
 また、パンフレットを作成し、行政機関及び

関係団体を通じて広く県民に配布するととも

に、譲渡会などのイベントの開催時に参加者へ

お配りしています。	
 

	
 

４	
 加えて、県ホームページや、県民だより及び

市町村の広報誌への掲載、ラジオＣＭの放送な

どを実施してまいりましたが、今後も、様々な

広報媒体を活用して、条例の周知を図ってまい

ります。	
 

	
 

	
 

１	
 県では、犬猫の引取りの有料化や、収容動物

の情報が飼い主に伝わるよう、インターネット

で公開するなどの対策を講じてきたところ、平

成２０年度と比較し、２５年度では、犬猫の殺

処分頭数を約３分の１に減らすことができま

した。	
 

	
 

２	
 さらに、殺処分頭数を減少させるため、昨年

１０月に制定した条例において、全国で初め

て、県の施策として譲渡を推進することなどを

定めました。	
 

	
 

３	
 今後も、飼い主への普及啓発に取り組むとと
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（３）ペット動物の終生飼養につ

いて、子どもたちにどのよう

に普及啓発していくのか。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

（要望）	
 

動物愛護条例の終生飼養の精

神をしっかりと普及啓発してい

ただきますようお願い申し上げ

ます。	
 

また、動物愛護センターに入

る数そのものを減らさなけれ

ば、殺処分の減少、そして目標

である、殺処分ゼロには近づか

ないと思います。是非とも、そ

の方向性の取組をお願い申し上

げます。	
 

	
 

もに、飼い主を特定できるマイクロチップの普

及や、新しい飼い主への譲渡の推進などによ

り、殺処分ゼロに向けて取り組んでまいりま

す。	
 

	
 

	
 

１	
 命の尊さ、動物の寿命や習性などに関する正

しい知識、愛情と責任を持って最後まで飼い続

けることの大切さなどを、子どもたちに伝えて

いくことが重要であると考えています。	
 

	
 

２	
 そのため、学校や子ども会など地域に出向

き、「動物愛護教室」を開催するとともに、今

後新たに、子どもが理解しやすい資料を作成

し、配布することなどにより、更なる普及啓発

を行ってまいります。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 


